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1. 緒

ジャガイモ葉巻病ウイノレス擢病植物上での獲得吸汁時

間によって，モモアカアブラムシの伝搬率や{云搬能力保

有期間に差が生ずることはすでに報告されている (KAS-

SANIS， 1952;大13J・玉田， 1966;菅原・小島・村山， 1967)。

アブラムシによって永続的に伝販される peaenatlOn 

mosaic virusにおし、ても同様のことが認められている

(SIMONS， 1954)。前報におL、て，筆者らはこの現象は多

分に吸汁したウイノレス量に依存しているのであろうと示

唆した。

HEINZE (1955)がはじめて本ウイノレスを用いて虫体内

注射法で無毒虫を保毒化させることに成功して以来，多

くの研究者が本ウイノレス， pea enation mosaic virusお

よび barleyyellow dwarf virusの保毒虫磨砕液や保毒

虫体液をウイノレス源として注射し伝搬させることができ

たと述べている (DAY，1955; HARRISON， 1958; STEG-

WEE and PONSEN， 1958; MUELLER and ROCHOW， 

1961; MUELLER and Ross， 1961; SCHMUTTERER 

und EHRHARDT， 1964; MURA Y AMA and KOJIMA， 

1965)。筆者らは上述の問題をより詳細に調べるために，

虫体内注射法による機械的接種を行ない検討したので報

告する(菅原・小島・村山， 1969)。

本研究を行なうに当たり，有益なる御肪言ならびに御

助力を賜った北海道大学農学部植物学教室四方英四郎助
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教授ならびに同植物学教室員一同に対し感謝の意を表ーす

る次第である。

II. 実験材料および方法

供試ウイノレス，検定植物および媒介昆虫は第1報で記

述したものと同様である。保毒虫磨砕液ならびに保毒虫

体液を注射に用いるウイノレス源とした。ジャガイモ葉巻

病ウイノレス (potatoleaf roll virus， PLRV)陸病 Phy-

salis floridana RYDB.上で獲得吸汁させたモモアカア

ブラムシ(.11今zuspersicae SULZ.)に，主として O.lM

のリン酸緩衝液 (pH7.4)を加えてテフロンガラスホモジ

ナイザーで磨砕しその磨砕汁液を 3，000rpm， 20分の

遠心分離を行なった。その上清を保毒虫磨砕j夜のウイノレ

ス接種源とし，また保毒虫体液のウイノレス接種源には保

毒虫の腹部に毛細管を挿入して体液を取り出し用いた。

注射は無毒虫を瓶の中であらかじめ炭酸ガスで麻酔さ

せ，一頭ずつ毛筆で昆虫保持台にのせ，双眼実体顕微鏡

(25倍)下で，注射針を無毒虫の腹部に京IJしウイノレス試料

を注入して行なった。注射針は直径5-6mmの硬質ガ

ラス管をバーナーで熱して2回引き伸し，さらにマイク

ロフォージで適当な細さの毛細管にしたものである。注

射の操作はつねに7_100C下で行ない，注射にはL、つも

無毒幼虫を使用した。注射虫は麻酔回復後(20-30分)た

だちに検定植物に，あるいは実験の目的によって免疫植

物にうつした。
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III. 実験結果

A)保毒虫磨砕液を注射したモモアカアブラムシの
伝搬能力

1. 磨砕時における緩衝液の比較

ジャガイモ葉巻病ウイノレス (PLRV)擢病 P.floηdαna 

(接種後14日目のもの)上で2日間獲得吸汁させた毛モ

アカアブラムシの幼虫を用いて実験を行なった。保毒幼

虫 100 頭 (9~12mg) に対して O.lM リン酸緩衝液 (pH

7.4)， 0.1 M 酢酸アンモニウム液 (pH7.0)および生理食

塩水をそれぞれ 1msずつ加えテフロンガラスホモジナ

イザーで磨砕し，それぞれの磨砕汁液を 3，000rpm， 20 

分の遠心分離を行ない，その上清を無毒幼虫に注射し

た。注射虫を検定植物である P.floridanaにグノレープ

で4日間接種し緩衝液の比較検討を行なった。

Table 1に示すように， リン酸緩衝液と生理食塩水で

は検定植物5個体のうち 4個体に，酢酸アンモニウム液

では5個体のうち2個体に感染性が認められた。これら

いずれの緩衝液もウイノレス活性にはほとんど影響がない

ように恩われた。以後の実験はすべてリン酸緩衝液を使

用した。

Table 1. Effect of bu妊ersolutions in extracts of viruliferous 

aphids， Myzus persicaea 

Solution No;Jtufted stJZJ引忠dsよ:品市22bInfECM戸
0.1 M phosphate buffer， pH 7.4 

0.1 M ammonium acetate， pH 7.0 

0.85% sodium chloride 
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a 100 aphids that had been fed on a diseased Physalis floriぬnaplant for 2 days were ground 

in 1 ms of each solution. 

b Test plant was P. floridana 

c Numerator: number of infected plants; Denominator: number of inoculated plants 

2. リン酸緩衝液の pHの影響 日間接種して感染性を調べた。その結果は Table2に示

PLRV擢病 P.floridana (接種後13日目のもの)上で すとおりである。

3 日間獲得吸汁させた保毒幼虫 50 頭 (5~6mg) に対して pH6.0および7.4では検定植物5個体のうち2個体に，

pH 5.2， 6.0， 7.4および8.3のO.lMリン酸緩衝液をそれ pH8.3では5個体中1個体に感染が認められたが， pH 

ぞれ0.5msずつ加えて磨砕し，それぞれの磨砕汁液を 5.2では認められなかった。これらの結果から PLRVは

3，000 rpm， 20分の遠心分離を行なった。その上清を無 中性で安定であるようl'こ思われた。

毒虫に注射し，注射虫を P.floridana iこグループで4

Table 2. Effect of the pH of phosphate bu{{er on PLRV 
activity in aphid extractsa 

pH N0.of tliindjs ected Surviving aphids No. of aphids InfectivityC ap after 2 days tested per plantb 

5.2 30 19 6 0/5 

6.0 30 21 6 2/5 

7.4 30 23 6 2/5 

8.3 30 20 6 1/5 

b Test plant was P. flo門 danu

a 50 aphids that had been fed on a diseased P. floridana for 3 clays were ground in 0.5 ms 

of 0.1 M phosphate buffer. 

c Numerator: number of infected plants; Denominator: number of inoculated plants 
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3. 注射虫の単独接種による伝搬

PLRV擢病植物(接種後15日目のもの)上で 1日， 2 

日および4日間獲得吸汁させたアブラムシ各50頭 (4-

6mg)に対して，それぞれ0.5m&のO.lMリン酸緩衝

液 (pH7.4)を加えて磨砕いそれぞれの磨砕汁液を

3，000 rpm， 20分の遠心分離を行なった。上清を無毒虫

に注射して注射虫1頭当たりの伝搬能力を調べた。その

結果は Tabl巴3のとおりである。

1日吸汁させたアブラムシの磨砕液を接種源、とした場

合，注射後2日目で生存が確かめられた 13頭のうち 2

頭がウイノレスを伝搬した。また2日間吸汁させた虫の磨

砕液では，注射後2日目で生存が確かめられた 16頭の

うち5頭，さらに注射後2日以前に死亡した注射虫の中

でも l頭が PLRVを伝搬した。一方4日間吸汁させた

ものでは，接種2日後まで生存していた注射虫 11頭中4

頭，接種2日以前に死亡した虫も 1頭がそれぞれ伝搬能

力を示した。

Table 3. Transmission of PLRV by aphids 

injected with extracts from viru-

Iiferous insectsa 

Extr<Rcts 

prepdaaryes d on No. of Surviving No.of 

(Acquisition 
injected aphids after viruliferous 

feed-londg ) aphids
b 2 days aphids 

pen 

1 20 13 2 

2 23 16 6 

4 22 11 5 

a 50 aphids that had be巴n.fed on a diseased 

P. fioridana were ground in 0.5 m& of 0.1 M 
phosphate bu:ffer (pH 7.4). 

b On巴 injectedaphids was used per plant. 

4. 獲得吸汁時閣を異にする保毒虫のウイルス

濃度の比較

(i) 穫病 P.flO1・id似るα 上で獲得吸汁させた場合

獲得吸汁時間と虫体内におけるウイノレス濃度の関係を

知るために 1-12日間吸汁させた虫を用いて実験を行

なった。 PLRV擢病P.fioridana (接種後14日目のもの)

上で獲得吸汁させたアブラムシを一定期間ごとに 100頭

ずつ取り出し， 0.1 m&の O.lMリン酸緩衝液 (pH7.4)

を加えて磨砕し 3，000rpm， 20分の遠心分離を行なっ

た。上清を原液として 10，50および100倍に希釈し，そ

れぞれの希釈液を無毒虫に注射し感染性を調べて，獲得

吸汁後のウイルス濃度を検討した。なお Table4に示す

結果は2回反復実験したものである。

Table 4. Infectivity of diluted extracts 

from the aphids fed on diseased 

P. fioridana 

Acquisition Dilution 
feedm(Dg a pEriod Crude ys) 

extractsa 1 : 10 1 : 50 1: 100 

1 515b 7/20 。'/20
つ】 5/5 8/15 。/17 0/15 

4 5/5 10/15 2/15 1/15 

8 5/5 2/5 。，/5

12 5/5 3/5 。，/5

a 100 aphids that had been fed on diseased P. 

jloridana were ground in 0.1 mJi of 0.1 M 
phosphate buffer (pH. 7.4). 

b 5 injected aphids were used per plant‘ 

Numerator: number of infected plants; De-

nominator: number of inoculated plants目

Table 4に示すように 1日および2日間吸汁させた

虫では原液と 10倍液にウイノレス活性が認められたが，50

倍液以上の希釈液では認められなかった。 4-12日間吸

汁させた虫を用いた場合では50倍液でもウイノレス活性

は存在し， 4日間吸汁させた虫のみに 1001音波で 15個体

中1個体に感染が認められた。以上のことから， 1-4日

閉までの吸汁虫では虫体内のウイノレス濃度が高まる傾向

にあったが，それ以上獲得吸汁させても虫体内のウイル

ス濃度が高まる傾向はなく， 4日， 8日および 12日間吸

汁させたアプラムシ体内のウイノレス濃度にそれほど差が

なし、ように思われた。

(ii) 穫病D.stl'仰叫owi仰品上で獲得吸汁させた
場合

PLRV擢病D.stra川 oniu/il(接径後15日目のもの)上

で 1-8日間獲得吸汁させたアブラムシを用いて (i)と同

様の目的，方法で実験を行なった。

Table 5. Infectivity of diluted extracts 

from the aphids fed on diseased 

Datura stra川 OJllll/il

eAedciqr uislum 
υjlutjon 

fm(Dg aypse) riod 1: 10 1: 50 1: 100 

1 6/10a 0/10 0/10 

2 8/10 0/10 0/10 

4 7/9 2/10 0/10 

8 10/10 4/10 0/10 

a 5 injected aphids were used per plant 

Numerator: number of infected plant; De-

nominator: number of inoculated plants. 
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5. 獲得吸汁時間を異にする保毒虫磨砕液を注射した

虫の伝搬能力

PLRV擢病 P.jloridana (接種後14日目のもの)上で，

1日， 2日および4日間獲得吸汁させたアブラムシ各100

頭に対して，各1msのO.lMリン酸緩衝液 (pH7.4)を

加えて磨砕し 3，000rpm， 20分の遠心分離を行なった。

その上清を無毒虫に注射し，グループで 10日間毎日検

定植物にうつしかえ伝搬能力の比較検討を行なった。そ

その結果は Table5に示すとおりで 1日および2日

間獲得吸汁させた虫では 10倍液でウイノレス活性が認め

られたが， 50倍および100倍液では認められなかった。

しかし4日および8日間吸汁させた虫では 10倍液と 50

倍液にウイノレス活性が認められ，アブラムシが吸汁をは

じめてから一定期間虫体内のウイルス濃度は高まるよう

で，擢病 P.floridana上で吸汁させた虫とほほ同じよ

うな結果を得た。

Retention of inoculativity in the transmission of PLRV 

by aphids injected with extracts from the ins巴ctsgiven 

various periods of acquisition feeding 

Table 6. 

Daily transfer of injected aphidsa 
No. of colony 

Acquisition 
feeding period 
(Days) 
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Virus-free aphids were injected with extracts from 100 viruliferous aphids that triturated 

in 1 ms of 0.1 M phosphate buffer (pH 7.4). 

Figures indicat巴 thenumber of surviving aphids placed on a plant; 0 indicates infected 

plant. 

Numerator: number of infected plants; Denominator: number of inoculated plants. 

b 

a 

c 
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の結果は Table6に示すとおりである。 4日間獲得吸汁させたアブラムシ50頭に0.5m1:iの 0.1M

1日獲得吸汁させたアブラムシの磨砕液を接種源とし リン酸緩衝液 (pH7.4)を加えて磨砕し， 3，000 rpm， 20 

た場合 2日目の接種ではじめて注射虫による伝搬が認 分の遠心分離を行ない，その上清を無毒虫に注射した。

められ 8個体のうち3個体が発病した。 5日目以後の それらの注射虫をただちに免疫植物で‘あるカプとハクサ

接種ではウイルスの伝倣は認められなかった。 2日間の イにうっし，経時的にそれらの虫を取り出しグループで

吸汁虫の磨砕液を接種した場合，最初の日から 8個体中 検定植物に接種して注射虫による伝搬能力を調べた。そ

2個体に感染が認められ，伝搬能力の保有期間は長く 6 の結果は Table7のとおりである。

日目の接種でもウイルスの伝搬が認められた。しかし7 カフ'上で、飼育した注射虫は，飼育開始後4日目までは

日目以後では認められなかった。さらに4日間の吸汁虫 検定植物 5個体のうち 4~5 個体に感染をおこしたけれ

の磨砕液を接種した場合 1日目の接種で8個体中3個 ども 9日間飼育した虫では5個体のうち1個体にウイ

体に感染が認められ 1日および2日間の吸汁虫を用い ノレスを伝搬したにすぎず，伝搬能力の低下が認められた。

た場合より伝搬率が高く，また9日目の接種においても またハクサイ上で飼育した場合で、も 3日間飼育した

感染が認められ，伝搬能力の保有期間の長いのが見られ 注射虫は5個体のうち4個体に感染を示しp 注射後ただ

た。以上のことから長い間獲得吸汁させたアブラムシの ち接種したものと同じであった。しかし6日間以上飼育

磨砕液を注射した虫ほど早期に伝搬能力を示し，また伝 したものでは伝搬能力の低下がみられ，カプ上で飼育し

搬率も高く，伝搬能力の保有期間も長い傾向にあること た注射虫とほぼ同様の結果を得た。このように注射虫を

が認められた。 免疫植物上で飼育した場合， カプ， ハクサイをとわず

6. 免疫植物上で飼育した注射虫の伝搬能力 飼育後 4~6 日目から伝搬能力が低下する傾向が認めら

PLRV 羅病P.floridana (接種後14日目のもの)上で れた。

Table 7. Retention of inoculativity in th巴 transmissionof PLRV by aphids 

kept on immun巴 plantsafter injection with insect extracts 

Immune plant Days on immun巴
plant 

N0.of lidnjE ected 
aphidsa 

Survi:evr inZ g aphids 
after 2 days 

Infectivitvb 

O 25 21 4/5 

1 25 18 5/5 
Turnip 

4 25 18 4/5 

9 25 19 1/5 

O 15 12 4/5 

3 15 10 4/5 

Chinese cabbage 6 20 16 2/5 

9 20 15 0/5 

12 15 9 2/5 

a Virus-free aphids were injected with extracts from 50 aphids given a 4-day acquisition feeding 

b Numerator: number of infected plants; Denominator: number of inoculated plants. 

Table 8. Transmission of PLRV by aphids injected with blood 

from viruliferous insects 

Blood prepfaerε ed on days No. of injected Surviving aphids No. of aphids 
(acquisition feeding period) aphidsa after 2 days tested per plant 

1 24 22 3 

2 21 20 3 

4 24 23 3 

a Blood from one viruliferous aphid was injected into one virus-free aphid. 

Infectivityb 

2/8 

4/7 

4/8 

b Numerator: number of infected pJants; Denominator: number of inoculated plants. 



ムシから体液を取り出し無毒虫に注射し，注射虫をグ

ノレープで 10日間毎日 P.floridanaにうつしかえ伝搬能

力の比較検討を行なった。その結果は TabJe9に示すと

おりである。

1日獲得吸汁させた虫の体液を接種源、とした場合，注

射虫は2日目の接種ではじめてウイルスの伝搬を示し，

5日自の接種まで感染を示したが 6日目以後では感染が

認められなかった。 2日間の吸汁虫の体液を接種した場

合 1日目の接種で 5個体中3個体にウイノレスの伝搬が

認められ 8日目の援種に布いても注射虫による伝搬が

認められた。しかしそれ以後では認められなかった。 4

日間の吸汁虫の体液を用いた場合で、は，最初Jの接種で5

個体のうち4個体にウイノレスの伝搬が認められ， 10日目

の接種でもなお 1個体に感染が認められた。以上のこと

から獲得吸汁期間のより長い保毒虫の体液を注射した虫

ほど早期にウイノレスを伝搬しはじめ，伝搬率も高く，か

っ伝搬能力の保有期間も長くなる傾向が認められた。
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{呆毒虫体液を注射したモモアカアブラムシの

伝搬能力

1. 保毒虫体液の注射虫による伝搬

PLRV権病P.florida司a(接種後15日自のもの)J:で

1日，2日および4日間獲得吸汁させたアプラムシを用い

て実験を行なった。保毒虫 1頭から注射針で体液を取り

出し， 1頭の無毒虫に注射し注射虫をグjレープで健全p.

floηdanaに接種し感染性を調べた。その結果は TabJe

8のとおりである。

1日獲得吸汁させた虫の体液を接種源とした場合，注

射虫は検定植物8個体中2個体にウイルスを伝搬した。

2日間吸汁させた虫の体液を接種した場合 7個体のう

ち4個体に 4日間の吸汁虫の体液を用いた場合では8

個体のうち4個体に感染が認められた。

B) 

2. 獲得吸汁時間を異にする保毒虫体液を注射した

虫の伝搬能力

PLRV寵病P.floridana (接種後14日目のもの)上で

18，2日および4日間獲得吸汁させたそれぞれのアブラ

Retention of inocuJativity in the transmission of PLRV 

by aphids injected with blood from the insects given 

various periods of acquisition feeding 

Tahle 9. 

Daily transfer of injected aphidsa 
No. of colony 

Acquisition 
feeding period 
(Days) 

1 

10 

3

2

1

1

3

M

 

9 

3

2

1

1

3

m

 

8 

3

2

1

1

3

m

 

7 

3

2

1

2

4

M

 

6 

4

3

1

2

4

m

 

5 

④

4

2

2

4

m

 

4 

5

@

2

2

4

m

 

3 

⑤

4

4

3

④

消

2 

5

5

5

5

⑤

ゆ

1 

b

3

 

5

5

5

5

5

川
町

1 

2 

3 

4 

5 

Transmissionc 

3

2

3

2

2

m

 

3

3

3

2

2

M

 

③

3

3

2

③

m
 

5

3

3

③

4

m

 

5

3

3

③

4

m

 

5

③

3

3

4

m

 

5

③

4

@

@

ゆ

⑤

④

④

④

5

哨

6

5

5

⑤

⑤

m
 

@

5

5

⑤

⑤

明

1 

2 

3 

4 

5 

Transmission 

2 

3

2

2

1

③

ゆ

3

②

2

1

③

m
 

3

②

3

2

3

m

 

③

②

3

2

③

明

④

2

3

②

④

明

4

②

3

2

4

m

 

④

②

3

②

④

哨

④

2

③

2

⑤

明

5

④

3

③

⑤

明

⑤

⑤

⑤

⑤

5

折

1 

2 

3 

4 

5 

Transmission 

4 

Blood from one viruliferous aphid was injected into one virus-free aphid. 

Figures indicate the number of surviving aphids placed on a plant; 0 indicates infected plant. 

Numerator: number of infected plants; Denominator: number of inoculated plants. 

a
可

b

c
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lV. 考 察

ジャガイモ葉巻病ウイノレスは汁液伝染が困難である

が， 1955年に HEINZEがはじめて虫体内注射法によっ

て無毒虫を保毒化させることに成功して以来，多くの研

究者によってこの方法が試みられているのAY，1955; 

HARRISON， 1958; STEGWEE and PONSEN， 1958; 

DA Y and ZAITLIN， 1959; MUELLER and Ross， 1961; 

STEGWEE and PETERS， 1961; MURY AMA and Ko-

]IMA， 1965)。筆者らも，保毒モモアカアブラムシの磨砕

液あるいは体液を PLRVの接種源として無毒虫に注射

し，その虫の媒介で植物を感染させることができた。そ

の際，単独接種て、は20ro前後の感染率を示し， 5-7頭

のグノレープ接種ではほとんど 100%の感染率を示した。

モモアカアプラムシによる PLRVの伝搬率や伝搬能

力の保有期間は，怪病植物上での獲得吸汁時間によって

左右されることから，このような現象は多分に獲得時の

ウイルス量に依存しているものと考えた(前報)0 KAS-

SANIS (1952)や大島・玉田 (1966)によっても同様の報

告がなされている。また peaenation mosaic virusに

おいてもこの現象は認められており， SIMONS (1954)は

このウイノレス保毒虫による伝搬能力の保有期間の長短は

獲得吸汁時間の長さに影響されていると述べているが，

一方 EHRHARDTund SCHMUTTERER (1965)および

SYLVESTER (1966)によると，保毒虫の伝搬能力の持続

性は獲得吸汁時間の長短よりむしろ獲得時のアブラムシ

の齢によって左右されると報告している。

獲得吸汁時聞を異にする PLRV保毒アブラムシの磨

砕液を接種源とした場合，吸汁虫の場合(前報)と同様に

獲得吸汁時間の長い保毒虫磨砕液を注射した虫ほど伝搬

率が高しまた早期に伝搬が認められ，かつ伝搬能力の

保有期聞が長いことが認められた (Table6参照)。 この

ことは Table4および Table5の結果から分かるよう

に，虫体内におけるウイルス濃度はアブラムシが羅病植

物上でウイノレスを獲得しはじめてから 4日間までにおい

て高まる傾向にあることから，この獲得吸汁期間内にお

いては吸汁期間の長い保毒虫磨砕液ほどウイノレス濃度が

高く， PLRV媒介虫における虫体内潜伏期間や伝搬能力

ラムシがP.fiorid仰 d上で落着いて吸汁しないこと，ま

た死亡率が高いことであろうと述べている。注射虫を毎

日検定楠物である P.fioridanaにうつしかえていった

時，後期になって死亡率が高くなり，伝搬率への影響が

懸念されたので，注射虫を免疫槌物(カブ，ハクサイ)上

で飼育し，伝搬率を比較検討したところ，直J妾検定植物

に接種した場合との差はほとんど認められなかった。注

射虫の伝搬能力は直接検定植物に，あるいは免疫植物上

で飼育して後検定植物に接種した場合，いずれも注射後

4-6日目から低下する傾向が認められた。同様のことは

吸汁虫においても認められている (MACCARTHY，1954;

大島・玉田， 1966;菅原・小島・村山， 1967)0 pea enation 

mosaic virusにおける吸汁虫のこのような伝搬能力の

低下を SYLVESTER (1967)はアプラムシの産仔数と排

世量に関係があろうと述べている。

STEGWEE and PONSEN (1958)は保毒虫の体液を用

いて， 15代の継代按種に成功し， PLRVの虫体内増殖を

主張した。一方 HARRISON(1958)は保毒虫の磨砕液を

用いて実験を行ない，虫体内のウイノレス濃度が低下する

ことから虫体内での増殖を否定している。 MARAMORO・

SCH (1964)はこのような相反する結果を考慮して， f呆毒

虫の{本液に比べて保毒虫の磨砕液中で PLRVは不安定

であるかまたは不活化されるのではないかと指摘してい

る。獲得吸汁時聞を異にする保毒虫の体液を注射し，そ

の注射虫の伝搬能力を調べたところ，保毒虫の磨砕j夜を

ウイノレス接種源とした場合とほとんど同様の傾向を認

め，長い間獲得吸汁させた虫の体液を注射したアブラム

シほど伝搬率も高く，また早期に伝搬能力を示し，その

保有期間も長い傾向にあった。イ呆毒虫の磨砕液および保

毒虫の体液を用いて行なった両実験から，注射虫による

伝搬能力についてほとんど同じような結果を得ることが

でき，少なくとも PLRVが腎砕液中で不活化するよう

なことは考えられない。これらのことから，モモアカア

ブラムシによる PLRVの伝搬能力の保有については保

毒虫の体液中のウイノレスが多分に関与しているものと考

えられる。

V. 摘 要

の保有期間は，獲得時のウイノレス量に影響されるであろ 1. PLRV程病 P.fiorid問 α上で獲得吸汁させたモ

うとする前報の主張を具体的に支持するものと考えられ モアカアブラムシの磨砕i夜および体液をウイノレス接種源

る。 MUELLERand Ross (1961)はbarleyyellow dwarf として用い，虫体内注射法で無毒虫を保毒化させ，注射

virusの保毒虫磨砕液や保護虫の体i夜を用いて，注射法 虫の PLRVの伝搬能力を検討した。

で高率に伝搬させることができたが， PLRVではよい結 2 保毒虫の磨砕液を無毒虫に注射して P.fioridana 

果が得られなかったと報告し，その原因はモモアカアプ にグループで接種したところ，ほとんど 100roの感染葬
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を示した。{呆毒虫の体液を注射した場合もそれに近い結

果を得た。

3 躍病 p.fl07材開♂上で 1~12 日間獲得吸汁させ

たアブラムシ体内のウイノレス濃度は 1~4 日間内の吸汁

では，吸汁期聞が増すにともない高まる傾向にあったが，

それ以上の期間吸汁させても，虫体内のウイノレス増減は

認められなかった。権病 D.stramonium上で吸汁させ

た場合も同じ傾向であった。

4. 長時間獲得吸、汁させたアブラムシの麿砕液を注射

した虫ほと伝搬率が高く，早期に伝搬能力を示し，また{云

搬能力の保有期間も長い傾向にあることが認められた。

5. 注射虫を免疫植物(カブ，ハクサイ)上で飼育した

後，検定植物に接種した場合と，直接検定植物に接種し

た場合との注射虫の伝搬能力を比較検討したところ，い

ずれの場合も，注射後一定期間を経てから伝搬能力の低

下が認められた。

6 保毒虫の体液を用いて注射虫の伝搬能力を調べた

ところ， i呆毒虫の磨砕i夜を用いた場合と同様に，獲得吸

汁期間の長いアブラムシの体液を注射した虫ほど伝搬率

が高し早期にウイノレスを伝搬し，かつ伝搬能力の保有

期間も長いことが分かった。しかしながら獲得吸汁時間

の長短にかかわらず，注射後一定期聞を経てから注射虫

の伝説1能力の低下が認められた。
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